



（THE RUDOLPH WURLITZER Co.）によって製作されたもので，1930（昭和 5）年 5 月に三越の 














































1914（大正 3）年 1 階から 5 階までの吹き抜けホールを有する地上 6 階，地下 1 階の鉄筋コンクリ トーの新館
完成。






1930（昭和 5）年 三越 7 階ギャラリーにオルガン設置。5 月 28，29 日に初公開演奏。 
6 月 9 日，木岡英三郎による演奏が JOAK（現在の NHK）ラジオで中継。 
11 月15 日，連続 10 回の「大パイプオルガン演奏會」シリ ズーの第 1 回目「大バツハ代表
的名作演奏の夕」開催。オルガン演奏は木岡英三郎。
1931（昭和 6）年 5 月 30 日，「大パイプオルガン演奏會」シリ ズー「近代オルガン交響曲の夕」開催。オルガ
ン演奏は木岡英三郎。
1935（昭和 10）年 南側敷地に増築され，1 階から 6 階までの吹き抜けホールが復活。吹き抜けホール 2 階バ
ルコニーにオルガン設置。 






1945（昭和 20）年 11 月12 日，三越でおこなわれた宝くじの抽籤にオルガン伴奏がつく。
1946（昭和 21）年 元ウーリッツァー社の技術者の指導によって修復され演奏再開。
1951（昭和 26）年 専属奏者として松沢宏が入社。 
12 月 24 日，ラジオ東京（現在の TBS ラジオ）が開局。翌 25 日，「三越玉手箱（三越提供）」
という番組中の「歌うパイプオルガン」の時間帯に松沢のオルガン演奏放送。
1985（昭和 60）年 松沢宏が退職。 
ビクター・クラーク・セアルおよびフィリップ・ウィックストロームによる1 年がかりの大規模
な修復が実施される。同氏は以後 20 年間にわたり，三越オルガンの演奏を担う。









録された。登録審査時の資料（中央区教育委員会所蔵，資料説明 6 頁と参考資料 2 頁から成る。以
下，「登録審査資料」とする）によれば，本オルガンは，1929（昭和 4）年，アメリカのルードルフ・
ウーリッツァー社（THE RUDOLPH WURLITZER Co.）によって製作されたものである（製造番
号 2099，モデル R.20）。コンソール（演奏台）左右に設置されたパイプ室まで含めた間口は 8.2 メー
トルで，コンソールの法量は，幅 154.5cm，奥行 84.0cm，高さ 126.5cm である。







































1932（昭和 7）年に発行された資料によれば，三越のオルガンはストップ 27 列（ストップ数につ
いては記述がない），パイプ数 1640 本となっている［多米 1932: 221］。パイプ数が現在のものよりか
なり多いので，正しい数字であるかは今後の調査によるが，次節に述べる通り，このオルガンは戦
後，複数回の修復がなされており，ストップとパイプの数は変化している。「登録審査資料」によれ

















さらに 2007（平成 19）年 8 月から 9 月にかけては，錆や埃などのために音が出なくなってしまったパイ
プがいくつかあったことから「リニュ アール工事」がおこなわれた（以上まで，「登録審査資料」による）。
表 2 は，1985（昭和 60）年から1986（昭和 61）年にかけてオルガン修復に携わり，その後，20 年間にわ









































PEDAL Tuba 16' ACCOMPANI-
MENT
Contra Viol 16' （TC） GREAT Tuba 16' SOLO Tuba 16'
Bass 16' （Diaphone） Tuba 8' Bass 16' Brass Trumpet 8'
Bourdon 16' Open Diapason 8' Tibia 16' （TC） Tuba 8'
Tuba 8' Tibia 8' Clarinet 16' （TC） Open Diapason 8'
Diapason 8' Clarinet 8' Oboe Horn 16' （TC） Tibia 8'
Tibia 8' Oboe Horn 8' Contra Viol 16' （TC） Kinura 8'
Clarinet 8' Salicional 8' Bourdon 16' Oboe Horn 8'
Cello 8' Voix Celeste 8' （TC） Brass Trumpet 8' Clarinet 8'
Flute 8' Flute 8' Tuba 8' Salicional 8'
Dulciana 8' Vox Humana 8' Open Diapason 8' Flute 8'
Acc to Ped Dulciana 8' Tibia 8' Vox Humana 8'
Gt. to Ped Octave 4' Kinura 8' Octave 4'
Solo to Ped Piccolo 4' （Tibia） Clarinet 8' Flute 4'
*Bass Drum Salicet 4' Oboe Horn 8' Piccolo 4' （Tibia）
*Rhythm Cymbal Octave Celeste 4' Salicional 8' Salicet 4'
*Woodblock Vox Humana 4' Voix Celeste 8' （TC） Flute 4'
Chrysoglott 49 bars Flute 8' Twelfth 2 2/3' （Flute）
+Acc to Acc 4' Vox Humana 8' Piccolo 2' （Flute）
Solo to Acc 16' Dulciana 8' Cathedral Chimes
Solo to Acc 8' Octave 4' *Xylophone Tap 32 bars
Solo to Acc 4' Dulcet 4' *Xylophone Roll
*Snare Drum Tap *Twelfth 2 2/3' （Tibia）
*Snare Drum Roll *Piccolo 2' （Tibia）
*Maracas Cathedral Chimes 25 tubes
*Castanets *Glockenspiel 32 bars
*Tambourine Solo to Gt 16'
Solo to Gt 8'










Tibia （operated by 
Vox Trem stopkey） 
MAIN 
Vox Humana （oper-
ates Tibia Trem） 
Tuba
ACCESSORIES Solo Expression Pedal （18 shades） 
Main Expression Pedal （14 shades） 
Crescendo Pedal （ Great and Pedal stops）
with 3 indicator lights* 
5 Pistons per manual 
*Cancel piston per manual 
*General Cancel 
+ GT to Ped Reversible Toe Stud 
*5 General Combination Toe Studs 
+Military Band Toe Stud（ Operates Bass 
Drum, Snare Drum, Glockenspiel and Rhythm
Cymbal） 
*Pistons set from recorder board 









（with Toe stud） 
*Tympani roll 
（with Toe Stud） 
* Snare Drum Roll
* は1986年に追加 
+は2006年に追加
（出所）American Theatre Organ Society, "Mitsukoshi Department Store - 3/12 Style R20 Wurlitzer," 
         http://www.atos.org/organ/all-japan/tokyo/mitsukoshi-department-store，2014年11月24日最終閲覧 
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治 42）年 6 月 22 日に店内で初演奏された。当初から 10,000 本以上のパイプを有する大オルガンだっ
たが，1911 年から 1917 年にかけてパイプ 8,000 本が追加された。1924 年から 1930 年にかけてさら
に 10,000 本追加され，最終的なパイプ数は 28,500 本となった。6 段の手鍵盤と足鍵盤，729 のストッ





































た。1 階から 5 階までの吹き抜けホールをつぶして床を貼り，また，そ
れまで建物の一部分にしかなかった 6 , 7 階を法規の範囲内で最大限に増
築して床面積を増大させたという。
この工事は 1927（昭和 2）年に完了した［初田 1993:191］。三越にオル
ガンが最初に設置されたのは，この修改築工事終了後の 1930（昭和 5）年
であり，増築された 7 階のギャラリー（図 1）に設置された。
その後三越は，1935（昭和 10）年，それ以前から確保していた南側敷地
に増築をおこない，建物内部も大きく変更された。中央部に 1 階から 6
階までの吹き抜けをもつ中央ホール，ステンドグラスを通して光が落ち
てくるトップライトなど，一度無くなった吹き抜けホールが復活した［初
田 1993: 191］。吹き抜けホールの大階段 2 階にはバルコニーが設けられ，
図1「昭和2年4月店内御案
































7 階ギャラリーのオルガンによる演奏が最初に公開されたのは，1930（昭和 5）年 5 月 28，29 の
両日であったことが，読売新聞の広告からわかる（写真 8）。
最初の演奏が，演奏者によるものか，この楽器の特徴である自動演奏装置によるものであるのか








































            ［大三越歴史寫眞帖刊行會 1932: 86］
写真7 1930（昭和5）年，7階ギャラリー　
　　　  に備えら付けられたオルガンの宣伝

















ガ」ニ長調，ギルマン作曲「交響曲（オルガン用）」第 1 番作品 42，フランク作曲「大交響曲（オ
ルガン用）」作品 17，ヴィドール作曲「交響曲（オルガン用）」6 番（1，2 楽章），第 4 番（3，4 楽
章），5 番（終曲）で，木岡がフランス留学中に学んだ交響楽的なオルガン音楽の魅力に満ちた構成
になっている。
3-2. 1935（昭和 10）年 
先述のとおり，1935（昭和 10）年には吹き抜けをもつ中央ホールが復活し，オルガンは 2 階バル
コニーに設置された。写真 9 はそのおりの新聞広告であるが，これによると，オルガンは午前 10 時
30 分，11 時 30 分，午後 1 時 30 分，3 時の 4 回演奏されたことがわかる。オルガニストによるのか，
自動演奏装置によるのか，その両方によるのかは不明である。









1936（昭和 11）年 3 月 20 日には，「春の夜の團欒に贈る『子供と




演奏されたようである［『朝日新聞』1936 年 3 月 20 日朝刊 6 頁］。
同年 7 月19 日には，子供向け番組として，木岡によるオルガン演
奏と解説を交えた番組が放送されている〔「パイプオルガンのお話　後
六時の少年音樂講座」『朝日新聞』1936 年 7 月19 日朝刊 7 頁〕。






ケルツアンド（ピエルネ作曲）」が演奏されている〔『朝日新聞』1936 年 12 月 25 日朝刊 14 頁〕。
翌年以降には，木岡と，それ以外のオルガニストの名前が三越の新聞広告やラジオ番組紹介頁に
見られるようになる。
『読売新聞』［1936（昭和 11）年 3 月 31 日朝刊 4 頁］に掲載された三越の広告では，「四月一日より
三十日まで　毎日二回（午前十一時　午後一時半）　三越のパイプオルガン　泰西名曲演奏　木岡英
三郎氏　松本幹氏　赤間尚義氏　上記の諸先生交る交る出演」とある。
また，翌 1937（昭和 12）年 3 月には，「十六日より卅一日まで　大中寅二氏　松浦千恵子嬢　杉井




同年 7 月 29 日には，木岡の三越オルガン演奏中継として，「小遁走曲ト短調（バッハ作曲）」，「ラル
ゴ（ヘンデル作曲）」，「春のこだま（フリムル作曲）」，「ゴシツク・メヌエツト（ベールマン作曲）」，「アヴエ・
マリア（アルカデルト作曲　リスト編曲）」，「妖精のワルツ（ベルリオ スー作曲）」，「ボレロ（モシュコフス












































1939（昭和 14）年 2 月 27 日の『読売新聞』は，三越の従業員の邊
見利雄が国産の「和曲ロール」の製作に成功し，それまで輸入の「洋樂ロール」の演奏ばかりだっ








ただ，これより早い 1945（昭和 20）年 11 月 12 日に，日本橋三越で開催された宝くじの抽籤がオ
ルガン伴奏によっておこなわれたという新聞記事がある。5,000 人ほどの人びとが集まり，「一，二階
ホールはもちろん入口まで溢れてはち切れさうな」様子のなか，「パイプオルガンの旋律に乗つて抽
籤」がおこなわれたという［「寳籤初の大當り　パイプオルガンの伴奏で抽籤」『読売新聞』1945 年 11 月












ラジオ東京の放送開始は 1951（昭和 26）年 12 月 24 日（月）で，翌 25 日（火）の番組に，三越

















































（ 1 ）――American Theatre Organ Society, “Mitsukoshi 
Department Store - 3/12 Style R20 Wurlitzer,” http://
www.atos.org/organ/all-japan/tokyo/mitsukoshi-






（ 2 ）―― ジョンワナメーカー百貨店のオルガンについ
て は 以 下 を 参 照。Friends of the Wanamaker Organ 
at Macy's. Philadelphia, “Facts and Figures About the 
Wanamaker Organ,” http://www.wanamakerorgan.
com/about.php，2014 年 11 月 24 日最終閲覧。
































〔『読売新聞』1930 年 6 月 9 日朝刊 4 頁〕。
（ 6 ）―― 三越で開催された木岡の「大パイプオルガン演
奏會」のうち，2014 年現在まででプログラムの所在が
確認できたのは 1930（昭和 5）年 11 月 16 日（土）と
1931（昭和 6）年 5 月 30 日（土）の演奏会のみで，い
ずれも木岡英三郎・梅子記念資料室に所蔵されている。
（ 7 ）―― Rock On「高山博さんによるコラム『東京音
楽散歩』：第二回　日本橋三越のシアターオルガン」
http://www.miroc.co.jp/magazine/archives/3653，2014
年 11 月 24 日最終閲覧。
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（10）――ラジオ東京スピリッツ「1951 年 12 月 25 日開局
当日の番組表」http://www.tbs.co.jp/radio/radiotokyo/
img/19511225.pdf,5 頁，2014 年 11 月 24 日最終閲覧。
（11）――radiaFly「 ラ ジ オ 東 京 開 局 直 後 の 番 組 表 」
http://radiofly.to/wiki/?%A5%E9%A5%B8%A5%AA%
C5%EC%B5%FE%B3%AB%B6%C9%C4%BE%B8%E5%
A4%CE%C8%D6%C1%C8%C9%BD，2014 年 11 月 24 日
最終閲覧。
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